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 [授業の概要・目的]
本講義は，森林政策や環境政策を分析するための手法について学ぶことを目的としている。本年度
は因果分析と機械学習の文献を取り上げる予定である。因果分析とは観測データから因果関係を分
析することで政策効果を評価する手法である。近年は機械学習を用いて因果分析を行う手法が急速
に発展している。本講義では，因果効果の理論，実験と回帰分析，傾向スコア分析，機械学習，差
分の差分析，操作変数法，不連続回帰，部分識別などの各手法の理論と計量モデルについて扱う。
またRを用いた分析についても取り上げる。

 [到達目標]
因果分析に関する専門知識を習得し，環境問題・農業問題・開発問題などへの応用について理解で
きるようになる。因果分析の理論を理解し，データを用いた実証分析がができるようになる。

 [授業計画と内容]
1. Introduction(第1回)
2. Causality and No Causality(第2回)
3. Social Experiments and Linear Regression(第3回)
4. Selection on Observables(第4回)
5. Casual Machine Learning(第5回)
6. Instrumental Variables(第6回)
7. Difference-in-Differences(第7回)
8. Synthetic Controls(第8回)
9. Regression Discontinuity, Kink, and Bunching Designs(第9-10回)
10. Partial Identification and Sensitivity Analysis(第11-12回)
11. Treatment Evaluation under Interference Effects(第13-14回)
12. Feedback(第15回)

 [履修要件]
計量経済学の基礎知識を必要とする。未習の場合は，関連科目を受講するか，基礎文献を事前に読
んでおくことを希望する。

 [成績評価の方法・観点]
平常点（出席回数，講義中の発言内容，小テスト）および期末レポート提出をもとに総合的に評価。
期末レポート(60%)，平常点(40%)。
評価基準及び達成度については、当該年度農学研究科学修要覧記載の［評価基準及び達成度］によ
る

 [教科書]
Huber, Martin 『Causal Analysis Impact Evaluation and Causal Machine Learning with Applications in R : 
Impact Evaluation and Causal Machine Learning with Applications in R』（The MIT Press, 2023）ISBN:
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 [参考書等]
  （参考書）

  （関連ＵＲＬ）
http://kkuri.eco.coocan.jp/kkuri/(担当教員のサイト)

 [授業外学修（予習・復習）等]
テキストを事前に読んでおくこと。 

（その他（オフィスアワー等））
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


